
令和６年２月号

総務省の調査によると、日本でのインターネット利用
率は、約85パーセントとなっており、特に13歳から59歳
の年齢層では、95パーセント以上の人がインターネット
を利用しています。
ＩＴの恩恵を享受する一方で、
不正アクセスやコンピュータウイルスによる

情報流出
インターネットバンキングでの不正送金
インターネットオークション・ショッピングサイトを利用した

詐欺事件
など、次々と新たな手口の犯罪が生まれています。
特に不正送金による被害は急増しており、令和５年の上半期における全

国のインターネットバンキングに係る不正送金の被害件数は、
過去最多の2322件、
被害額も約30億円（去年１年の被害額を上半期の時点で超える）

となっており、極めて深刻な情勢が続いています。

（１）パスワードは長く複雑にして、他と使い回さないようにしましょう！
パスワードは長く複雑にし、機器やサービス間で使い回さないことを

徹底して安全性を高めましょう。

（２）偽メールや偽サイトに騙されないように用心！！
フィッシング詐欺メールは年々手口が巧妙になっています。
心当たりがあるものでもメールやメッセージのURLには安易にアクセス

しないようにしましょう。
（３）メールの添付ファイルや本文中のリンクに注意！！

心当たりのない送信元からのメールに添付されているファイルやリンクはもちろん、
ファイルやリンクを開かせようとするものには注意しましょう。

（４）困った時はひとりで悩まず、まず相談！！
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